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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

1２大ヨークシャー種系統豚の組合せ検定

三元雑種（ＷＬ。Ｄ）肉豚の産肉性及び肉質
分類 ①

６０～２年（繰上げ完了）

当場で系統造成中の大ヨークシャー種（雌系）
組合せについて産肉性及び肉質の面から検討し、

を利用した最適な系統間
高品質銘柄豚を作出する

Ⅱ試験方法

１供試豚下表に示す交配組合せによ
６頭（雌３頭、去勢３頭）

り生産された三元雑種肉豚、各区
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２試験期間

３飼養管理
２年１０月～３年３月（生体重３０ｋｇ～１０５ｋｇ）。
雌・去勢豚別飼いとし、ｌ豚房６頭を群飼、
定飼料を不断給餌。

豚産肉能力検

４調査項目発育性、と体成績、肉質

雑種の産肉性及び肉質等の雨

全試験期間の１円増位浬
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成果の評価と取扱上の留意点

県産銘柄豚作出に有効な情

エド系の去勢豚は発育が良

蓄積を抑える必要がある。

報である

いので、 後期の飼料給与は制限して脂肪の

Ⅵ今後の研究上の問題点
.１食味の検討

２銘柄豚の効率ｌ的飼料給与水準の検討、
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